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かぞくでまもるこうつうあんぜん 

 

 わたしのかぞくは、おとうさん、おかあさん、いもうと、おとうとの五人です。いもう

とは五さい、おとうとはまだ二さいです。わたしは、一ばん上のおねえちゃんなので、み

ちをあるくときは、いもうとやおとうとの手をにぎって、みんながあんぜんにすごせるよ

うにしています。 

 わたしは、まいあさ学校まであるいていきます。いえを出るとき、おかあさんはいつも、 

「車に気をつけてね。」 

と声をかけてくれます。さいしょは、あいさつのようにきいていましたが、ある日、その

いみがよくわかるできごとがありました。あさ学校へむかっているときに、おうだんほど

うのしんごうが青になったのでわたろうとしました。すると、よこから車がはしってきま

した。とまると思ったら、その車はまがってきて、わたしの目の前をとおりすぎました。

もし、かくにんしないであるき出していたら、とてもあぶなかったです。そのとき、「しん

ごうが青でも、右と左をよく見てからわたるように。」というおかあさんのことばを思い

出しました。 

 わたしのかぞくは、こうつうあんぜんのために、三つのやくそくをきめています。 

 一つ目は、「しんごうはかならずまもること」です。赤しんごうではぜったいにわたって

はいけないし、青になっても右と左をよくたしかめてからわたります。 

 二つ目は、「車にのるときは、かならずシートベルトをすること」です。おとうさんやお

かあさんがうんてんするときも、どのせきにすわるときも、いもうとやおとうともかなら

ずシートベルトをします。おとうさんは、 

「こうつうじこからいのちをまもるために、シートベルトはたいせつだよ。」 

といいます。でも、おとうとは、チャイルドシートのベルトをいやがるときがあります。

そういうときは、わたしが先にシートベルトをつけるところを見せると、おとうともまね

をしてつけることができました。おとうさんやおかあさんが、 

「おねえちゃんがお手本になってくれて、たすかるなあ。」 

といって、ほめてくれました。 

 三つ目は、「車のちかくをあるくときは、すこしはなれること」です。どうろのはしにと



まっている車は、きゅうにドアがあいたりはしり出したりするかもしれません。車からす

こしはなれてあるけば、気づいてよけることができます。子どもは小さいので、うんてん

しゅさんから見えないことがあるそうです。だから、まわりをよく見て気をつけたいと思

います。 

 この三つのやくそくをまもることで、わたしたちはあんぜんにすごせています。これか

らも、かぞくといっしょにこうつうルールをまもりたいです。なぜなら、じぶんのいのち

もかぞくのいのちも、とてもたいせつだからです。 

 


